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［教育プログラムの概要］ 

 岩手大学大学院連合農学研究科（岩手連大）では、４つの構成大学（岩手大学、弘前大学、山形大学、帯

広畜産大学）にまたがった教育条件を活かし、これまでも他大学教員による研究指導や４大学の学生が交

流し、研究のモチベーションを高める合宿ゼミナール等のユニークな教育実践を展開し、大学の枠を超えた

寒冷圏農学に関わる教育・研究指導を行ってきた。岩手連大は、こうした従来のすぐれた取り組みを継承し

つつ、大学院教育の実質化をさらに進めるため、平成１９年度から教育課程を単位制に移行した。 

 本プログラムは、博士課程学生がグローバルな視点で異分野を含む多くの研究者と交流しながら、寒冷圏

農学に関わる研究課題を遂行できる基礎的な研究適応力を、海外を含む大学・研究機関との協力により育

成することを目的としている。ここでいう研究適応力とは、国際的な研究情報を積極的に活用できる科学英

語力と、異分野の研究方法論等を自らの研究に積極的に応用し学問の裾野を広げる科学コミュニケーション

能力をあわせた研究能力のことである。岩手連大では、学生の研究適応力を育成するために、平成19年度

から教育課程を一新し、新たな科目として「科学英語」（国際社会で活躍する基礎的素養である英語力の向

上を企図）と「科学コミュニケーション」（合宿形式の教育実践で、日本人学生と留学生との異文化研究交流

による研究上のコミュニケーション能力の養成を企図）を立ち上げ、科学英語の能力と科学コミュニケーショ

ン能力の育成を促進する科目を用意するとともに、２つの能力をより実践的に向上させる「研究インターンシ

ップ」（学生が海外を含む他の研究機関や大学で研修し、高度な学術研究に触れ、学際的な分野に対する理

解力、科学コミュニケーション能力の育成を企図）を新設した。 

本教育プログラムでは、海外の寒冷圏農学分野における大学院教育のすぐれた実践例からも学びつつ、

以上の科目の教育内容の充実を図るとともに、英語によるコミュニケーション指導が可能な外国人講師（教

育スタッフ）を配置して、個々の学生の語学力レベルや、留学生や社会人学生等、個々の学生の置かれた立

場も考慮したきめ細かな個別指導やグループ指導により、研究適応力の育成を目指している。また、４つの

構成大学をはじめ多地点を結ぶ遠隔教育システムを効果的に活用した教育研究指導法の開発、とくに科学

英語力の向上を図る演習の実施方法や外国人スタッフによる効果的な指導方法を、試行を繰り返す中で改

善しつつ、岩手連大の教育条件を活かした教育カリキュラムの充実を図り、寒冷圏農学を拓く可能性を秘め

た研究者、大学教員、高度専門職業人の育成を目指すものである。 
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 履修プロセスの概念図（履修指導及び研究指導のプロセスについて全体像と特徴がわかるように図示してください。）

 

幅広い専門性を付与する講義群
農学特別講義Ⅰ（英語） １単位、選択
農学特別講義Ⅱ（日本語） １単位、選択

生物生産科学特論、１単位、選択
生物資源科学特論、１単位、選択
生物環境科学特論、１単位、選択

教育能力向上のための講義
各専攻教育研究指導、１単位、選択

研究適応力育成のための講義群

科学コミュニケーション（１単位、必修）
合宿形式の教育実践で、日本人学生と留学

生との異文化研究交流による研究上のコミュ
ニケーション能力を育成。

４大学学生＋教員 学生

研究インターンシップ（２単位、選択）
他の研究機関や大学で研修することで高度

な学術研究に触れ、学際的な分野への対応能
力、研究上のコミュニケーション能力を育成。

他機関の研究員 学生

科学英語（１単位、選択）
国際社会で活躍するための科学英語による

コミュニケーション能力を育成。

外国人講師 学生

学位論文研究の指導に係わる講義群

各専攻特別演習、１単位、必修
各専攻特別研究、６単位、必修

寒冷圏農学を拓く研究適応力育成プログラム

研究適応力（ ）育成プログラム

１人ひとりの学生に相応しい寒冷
圏農学を拓く研究適応力の育成

◎寒冷圏農学の基礎知識と専門分野の
裾野を広げる幅広い知識の提供。

◎教育者としてのプレゼン能力の育成。

◎教員個人・ＦＤによる講義内容の改善

教育内容の向上

ワークショップ形式
による学生参加型授
業の試行・改善。

留学生、日本人学生
との英語による科学
コミュニケーション
空間の創出。

サスカチュワン大学
（カナダ）、パ
デュー大学（アメリ
カ）等、外国の機
関・大学での研修の
実施と成果の検証。
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岩手連大の教育課程

科学英語力

科学コミュニケーション能力

岩手連大の人材養成目標： 
「寒冷圏農学分野における高度な専門知識を持ち、国際水準を目指す先端的な研究を展開できる研
究者、農学分野に高い関心と豊かな知識を持った大学教員や柔軟な課題探求能力を備えた高度専
門職業人の養成」 を実現。 
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＜採択理由＞ 

 

 大学院教育の実質化の面では、地域の特長を活かし、「寒冷圏農学分野における高度な専門知識を

持ち、国際水準を目指す先端的な研究者」等を養成するという人材養成目的も明確であり、４つの構

成大学（岩手大学、弘前大学、山形大学、帯広畜産大学）による連合大学院の実績と機能を活用した、

意欲的な取組みとして評価できる。 

 教育プログラムについては、大学院教育の国際化や実質化を目指し、合宿形式により日本人学生と

留学生との異文化研究交流による「科学コミュニケーション」や海外を含む他の研究機関や大学への

「研究インターンシップ」などが提案されており、それらの内容も具体的で実現性も高く、今後の展

開が期待できるが、「寒冷地」に特化したカリキュラムの強化などの工夫が望まれる。 

 


